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令和4年度【保護者等向け】放課後等デイサービス自己評価集計

放課後等デイサービス　よろここ(2023年4月10日実施）

回答　19世帯 対象（配布）24世帯

アンケートに対する回答、貴重なご意見等、心より感謝いたしております。ありがとうございました。

チェック項目 はい
どちらと

もいえな
いいえ 無回答 ご意見

環

境

・

体

制

整

備

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保され

ているか
17 2

・身体を使うプログラムもあるので、も

う少し広い方がよい。

③

・事業所の指定基準である１人当たりに必要なスペース以上

に確保されている。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 16 3

・職員の人数を正確に把握していないた

め

・職員の人数も足りていると感じられ、

お出かけ等安心である。

・詳しくはわからいが、足りていると思

う。

・現在、6名のスタッフが勤務しており、一日5名以上の配置

で支援を行っている。

・専門性については、社内外の研修等により、専門性の向上

に努めている。

・現在は、バリアフリー化はしていないが、必要に応じて検

討する。

適

切

な

支

援

の

提

供

④

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、個別支援計画（※１）が作成

されているか

19

・保護者の方からの意見や、各種発達検査等の結果等を踏ま

えて作成している。

・ケース会議を通して、個別支援計画に反映している。

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置

などバリアフリー化の配慮が適切になされて

いるか

15 3 1

・活動プログラムの内容は、固定化されないように日毎に設

定している。

・月毎に特別なプログラムを設定している。

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害

のない子どもと活動する機会があるか
8 6 1 4

・健常児との交流を求めていない。

・わからない。

・公園や、公共施設へ出掛ける機会を通して、地域住人の方

や地域の児童と接する機会がある。

・土曜日活動で「森のようちえん」との交流あり。

⑤
活動プログラム（※２）が固定化されないよ

う工夫されているか
19

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

⑦
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
18 1

⑩

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されている

か

17 1

・毎回活動内容を詳しく教えていただ

き、よくわかる。

・利用契約時には、必ず説明を行う。

・不明点がある場合には、随時面談を行う。

⑧

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの発達の状況や課題について共通理解

ができているか

19
・疑問があればすぐに対応していただ

き、子どもの成長がよくわかる。
・今後も課題の共通理解に努める。

⑨
保護者に対して面談や、育児に関する助言等

の支援が行われているか
18 1

・面談では時間をとっていただき、悩み

等、相談にのってもらい助かっている。

・基本的に半年ごとに面談を実施。

・それ以外でも希望がある場合は面談等を随時行う。

1
・昨年度は「親の会」を2回開催。

・本年度も開催予定。

⑪

子どもや保護者からの苦情について、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に

周知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ

適切に対応しているか

15 3 1 ・児童発達管理責任者が窓口となり、常に対応している。

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
18 1

・利用後にlineで詳しく様子を伝えていた

だき、ありがたい。
・今後も情報の共有に努める。

・lineで連絡を行う。

・長期休暇前にスケジュール表を配布している。
⑬

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信しているか

17 1 1

⑭ 個人情報に十分注意しているか 18 1



（※１）

（※２）

・分からない。⑯

1

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか
12 5 2

⑮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアルを策定し、保護者に周知

説明されているか

12 4
非

常

時

等

の

対

応

・利用後にlineで詳しく活動内容、様子を

教えていただけること、写真でも楽しそ

うな様子が伝わってきて嬉しい。職員の

方も穏やかで、利用日を増やせたらと思

う。

・引き続き、個々に応じた適切な支援と、専門的な療育の提

供に努める。

　放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況

に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体

的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理

責任者が作成する。

事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子供の障害特性や課題、平日／休日／長

期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

⑱ 事業所の支援に満足しているか 18 1

満

足

度

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 16 3

・長期休みにはいろいろな催しを考えて

くださり、その時期でしかできない体験

をさせてくださり、嬉しく思っている。

・高学年となり、自分の時間を持ちたい

ということから、通所回数は減ったが、

楽しく通える回数で通っている。

・今後も尽力していく。

2 ・保護者向けのマニュアルを作成予定。

・年２回の訓練を実施（火災時の訓練、自然災害時の訓

練）。


